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６６６６．．．．    住警器住警器住警器住警器のののの効果効果効果効果    

６６６６．．．．１１１１    火災件数火災件数火災件数火災件数をををを減減減減らすらすらすらす効果効果効果効果    

住警器の有無別での火災件数を比較することによって、

住警器が火災件数を減らす効果があるかを調べる。火災報

告 2007 年を用いて住警器の有無別での火災件数と、住

宅・土地統計調査 2003 年を用いて住警器の有無別での住

宅戸数を調べ、住宅 10000 戸に対しての火災件数を住警器

の有無別で比較することにより効果を調べる。    

図－3 をみると、住警器有の住宅は 10000 戸に対して

1.48 件の火災が報告されており、住警器無の住宅では

10000 戸に対して 1.71 件の火災が報告されているので、

住警器有の住宅では火災件数が 10000 戸に対して 0.23 件

少ないことが確認できる。また、住警器の設置義務化が

2004 年から始まっており、住宅・土地統計調査 2003 年の

データでは設置義務化は反映されていないので、この差は

より大きいと推測できる。このことから、住警器は火災件

数を減らす効果があり、火災件数は住宅 10000 戸に対して

0.23 件以上の差があることが推測できる。具体的な差は

2008 年分のデータが公開されれば確認できる。 

６６６６．．．．２２２２    物的被害物的被害物的被害物的被害をををを減減減減らすらすらすらす効果効果効果効果    

 住警器の有無別での焼損床面積の差を調べることによ

って、住警器が物的被害を減らす効果があるかを調べる。 

住警器の有無別での焼損床面積を累積度数分布で表す

と図－4 のようになり、住警器有のほうが住警器無に比べ

て、焼損床面積が狭いことが確認できる。同じように、住

宅火災全数に対する構造別での焼損床面積を累積度数分

布で表すと図－5 のようになる。図－4 での住警器の有無

別での差が表－2 での非木造の比率 4％の差に起因するこ

とはないので、結果として図－4 での焼損床面積の違いは

住警器の効果であることが確認できる。このことから、構

造の違いが少し影響している可能性はあるが、住警器は物

的被害を減らす効果がある。 

６６６６．．．．３３３３    人的被害人的被害人的被害人的被害はははは検証検証検証検証できないできないできないできない    

 住警器の有無別での負傷者数、死亡者数を調べることに

よって、住警器が人的被害を減らす効果があるかを調べる。

住警器の有無別での人的被害を調べると表－3 のように

なり、χ2 検定の結果では住警器の有無別での負傷者数、

死亡者数に差はないことが確認できた。しかし、住警器有

の住宅での負傷者数は 5人、死亡者数は 8人とデータが少

なく、現時点では統計学的に人的被害への効果は検証でき

ない。 

７７７７．．．．    まとめまとめまとめまとめ    

１）住警器は火災件数を減らす。  

※具体的な差は 2008 年分のデータが公開されれば確認で

きる。 

２）住警器は物的被害を減らす。 

※構造の違いが少し影響している可能性がある。 

３）人的被害は検証できない。 

現時点のデータでは以上のような結果が得られたが、より

有意な差を統計分析から得るには現在よりも多くのデー

タが必要である。 
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 木造 非木造 その他 

住警器有 

 

1717600 戸 

（90%） 

192400 戸 

（10％） 

4200 戸 

（1％未満） 

住警器無 

 

21383700 戸 

（94%） 

1392500 戸 

（６％） 

44500 戸 

（1％未満） 

 負傷者数 死亡者数 火災件数 

住警器有 5 人 8 人 248 件 

住警器無 122 人 108 人 3898 件 

合計 127 人 116 人 4146 件 

図－3 住警器の有無別での火災件数 
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表－3 住警器の有無別での負傷者数、死亡者数 

図－4 住警器の有無別での焼損床面積（累積度数分布） 
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表－2 住警器の有無別での木造、非木造の各データ 

図－5 構造別での焼損床面積（累積度数分布） 
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